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１．背景

• 「数学Ⅰ」で扱っているデータの分析を

「社会と情報」で扱う試み

（教科横断、次の学習指導要領を意識して）

• 数字の説得力の活用力と読み解き能力の必要性

（印象での判断への危機感）

• 相方が神奈川県の三井先生の発表を見て

統計をやる気になった←このタイミングを逃す手はない!!
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２．目的

• 授業の目的

・統計とは何かを知る

・統計が実生活で使われている事例を知り、

正しく読み解ける

・数字の力で説得力を持たせる体験をする

(問題解決への提案に利用)

＊生徒に統計授業１回目に示したスライドそのまま
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３．実施概要
生徒の実態と実施環境

生徒の実態

・１クラス４３人～４４人

・男：女＝１：１

・数学Ⅰにおいて統計は未習

・２年次に理系へ進む者は例年

１学年３００名程度のうち５０名程度
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３．実施概要
生徒の実態と実施環境

実施環境

・１人１台タブレット貸与

・授業数PC室週２時間

・科目「社会と情報」として実施

・インターネット環境完備

**クラウドの活用

・pythonインストール

（windowspowershellにて起動*）

*pythonはAnacondaでインストール

** Gsuite利用
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３．実施概要
生徒の実態と実施環境

実施時期、期間

・１１月中旬から１２月

・計５～６回

・最後一回は提案の発表、

振り返りアンケート記入
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３．実施概要
授業の展開

＊生徒に統計授業１回目に示したスライドそのまま

←統計授業①

↓統計授業② 統計授業③

統計授業④←統計授業⑤

統計授業⑥（やれずに発表）
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３．実施概要
授業の展開

１時間のおおまかな授業の流れ
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３．実施概要
授業の展開

＊生徒に示したスライドそのまま

最初に数学の教科書に
沿って用語解説
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３．実施概要
授業の展開

考えさせる事例や…
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３．実施概要
授業の展開

…計算してみる
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３．実施概要
授業の展開

…面倒な計算はpythonに
任せてみたり
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３．実施概要
授業の展開
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https://goo.gl/forms/8qucwfdLwJuJPsOJ3
https://goo.gl/forms/hyv8xQNpgIBHmuwW2


３．実施概要
ふりかえりと評価

＊生徒に示したスライドそのまま
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３．実施概要
ふりかえりと評価
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https://goo.gl/forms/fx6EpppBCnaWUhOV2


４．成果と今後の展望

＜成果＞

•グラフをうのみにしてはいけないと理解
させられた

•平均だけでは判断できないことを概ね理解
させられた

•提案に必要な根拠を考えさせることができた

•データ処理はいろいろな方法できることを
体感させられた（プログラミングもその手法
の１つとして示せた）
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４．成果と今後の展望

＜今後の課題＞

•授業時数や授業時間外の負担を考慮したい

•時間数が足りなかった

（相関関係と因果関係の違いを扱えなかった）

•スライドのグラフ作成機能に頼る班が多かった

•収集方法や分析手法をもっと検討させたい

•提案からさらに次の段階まで取り組ませたい
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•学習指導要領

• Pythonで学ぶあたらしい統計学の教科書

馬場真哉,翔泳社,2018.4

•新・涙なしの統計学

著 D.ロウンリー,訳加納悟,新世社,2001.12

参考文献、資料、利用技術
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ご清聴ありがとうございました
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資料

1. 小テストキャプチャ(１，２回目分)

2. 生徒の提案スライド例

3. 生徒の反応

4. 生徒が扱ったプロジェクト一覧（別ファイル）

（生徒がプロジェクトのために集めたデータとその
収集方法、人数、分析ツール）

二松学舎大学附属柏中学校・高等学校 ©阿部百合



1. 小テストキャプチャ
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1. 小テストキャプチャ
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1. 小テストキャプチャ
確認テスト②続き

二松学舎大学附属柏中学校・高等学校 ©阿部百合



２．生徒の提案スライド例

(Gooｇleスライドをパワーポイントに変換して持ってきました)
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漢字テスト点数向上提案書
2018年 12 月8  日
6組チーム名
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１．テーマとその理由

選択したテーマ

：2学期の漢字テストの最初と最後の

点数の関係

選択理由

● 漢字テストの点数が最初と最後で

点数が上がっているかどうか気に

なったから。



２．プロジェクトの目的:  

1年６組の漢字テストの
点数を上げよう



対象者

クラスのみんな

提案相手:

● 1年6組のみんな

● 担任の先生



３．分析内容



データの収集方法と内容

1 収集方法

クラスのテストの点数が貼りだされた紙

実際のデータサンプル:

2 内容

クラス一人ひとりの、点数を 散布図で

表した。

期待する結果:

● 漢字テストの最初と最後の点数は何

らかの関係があると思う。



分析結果

1. 関係があるがないとも言える。

2. ばらつきがある。

項目 1

項目 2

20XX

20

5

15

20XX

29

4

25

20XX

39

4

35

20XX

27

5

22

ここに分析結果のグラフを挿入
(複数分析した場合はもっとも提案に使いたいグ
ラフ１つでよい)



４．提案

分析結果１より
● 最初のテストで点数が高い人は最後も高い

が、下がった人もいる。

分析結果２より ● 点数が安定しない。



５．今後の展望

もっと提案に説得力を持たせるために必要な調査：

● 漢字テストの平均点



６．チーム構成

担当した主な仕事

・スライド作成

担当した主な仕事

・グラフ作成、

画像処理担当

担当した主な仕事

・提案書作成担当

担当した主な仕事

・データ収集担当

35番 鳥羽々実希

担当した主な仕事
・プロジェクトテーマ発案

予備調査

16番田村尚寛 20番柳田真志 24番岡本莉奈 26番金子礼奈



ご清聴ありがとうございました



生徒の作った提案スライド例２

(Gooｇleスライドをパワーポイントに変換して持ってきました)
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ラーメンについての提案書
2018年 12 月 3 日
4組チーム名 ラーメン愛してるズ
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１．テーマとその理由

選択したテーマ

1年4組のラーメン情勢

選択理由

● 数あるラーメンの中でどのラーメ

ンが人気なのか興味があった

● ラーメンが好きな人が多かったの

で、ラーメンを求められたときど

のラーメンが安パイかの予備調査

● 人気度とその理由を調査すること

で学食や購買のラーメンへの意見

の材料にする。



２．プロジェクトの目的:  

・各味の人気度から購買で何味の
カップ麺の種類を増やしたらいい
か伝える。
・各味の支持者の意見から学食の
ラーメンの希望を伝える。



対象者

1年4組のメンバー43人

提案相手:

● 1年4組のみんな



３．分析内容



データの収集方法と内容

1 収集方法

ラインのアンケートや口頭アンケートを

使って、授業内や休日にクラス全員から

アンケートをとった

実際のデータサンプル:

2 内容

クラス一人ひとりが、どのラーメンが

好きなのかを調査し、ヒストグラムや代

表値を使って分析

期待する結果:

● クラスのみんなはどの種類のラーメ

ンがすきか

ここにデータサンプルを写真に撮って挿入
（GoogleFormやSNS、ウェブに公開されている
データを使って収集した場合はそのリンクも貼る）



分析結果

👑１位 味噌味

2位 塩味

3位 醤油味

4位 豚骨味

20XX

20

5

15

20XX

29

4

25

20XX

39

4

35

20XX

27

5

22

ここに分析結果のグラフを挿入
(複数分析した場合はもっとも提案に使いたいグ
ラフ１つでよい)



分析結果２：支持者の意見

味噌 ・体があったまる・濃いスープと具材が
絡んで美味しい
醤油 ・王道だから・あっさりしてるから
塩 ・あっさりしてて食べやすい・具材の素
の味を殺してないから
豚骨 ・味噌に飽きたから・濃厚だから



４．提案

分析結果より
購買でのラーメンの販売数のうち、味噌を

多くする。

分析結果２より
支持者の意見から

味噌と豚骨を選ぶ人は濃い味を求めていて

醤油と塩を選ぶ人はあっさりしたものが好き

な傾向があった。また冬は濃厚な味噌やとん

こつがおすすめである。



５．今後の展望

もっと提案に説得力を持たせるために必要な調査：

・4組だけでなく１学年皆に聞いてみる。

・男女分けて好きなラーメンの味について調査す
る。



６．チーム構成

27番 佐藤 美桜

担当した主な仕事

スライド作り

担当した主な仕事

スライド作り

担当した主な仕事

スライド作り

担当した主な仕事

スライド作り

情報収集

7番 小山 俊英

担当した主な仕事
グラフ作り
情報収集

40番 福田 友香 37番 橋居 若葉 4番 碓井 粋矢



ご清聴ありがとうございました



３．生徒の反応

定期テストアンケートより
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３．生徒の反応

定期テストアンケートより
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